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発表演題名 福井県のインフルエンザの流行（２００８／０９シーズン） 

学会名 平成２０年度 地方衛生研究所東海北陸支部 微生物部会 
発表者名 中村 雅子 （保健衛生部） 

開催場所 金沢都ホテル 

開催日時 平成２１年３月５日（木）～６日（金） 

発表内容 2008/09 シーズンのインフルエンザ患者報告は第 44 週から始まり、

第 48 週に定点あたり 1.34 人となって流行期に入った。ピークは第 5

週で定点あたり 39.78 人であった。 

  集団かぜの初発は 1月 19 日（第 4 週）であり、第 7週時点で施設数

52 施設、患者数 1,302 人、欠席者数 848 人である。 

インフルエンザウイルスが今シーズン初めて分離されたのは、11 月 27

日採取の散発例の検体で AH3 型であった。シーズン当初から AH1 型と AH3

型が混在し、第2週以降はB型も加わり３つの型の混合流行となっており、

これまでに AH1 型が 44 株、AH3 型が 22 株、B型が 15 株分離されている。

HI 試験の結果、AH1 型の株はワクチン株と比較して 4～16 倍の抗原変異

を有しており、 AH3 型の株はワクチン類似株が多かった。B型はビクトリ

ア系統で試験株と比較してすべて 8倍以上の変異を有していた。 

供試した AH1 型は、すべてオセルタミビル耐性の指標となる H275Y の耐

性マーカーを有していた。 

 


